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平成１７年度９月補正予算案主要事項説明

保健福祉部

災害時緊急医療体制整備費事 業 名

予 算 額 新規・継続の別 新 規４２，０００ 千円

１ 趣 旨

府内での大規模災害・事故発生時に、災害・事故現場の最前線において

直接救命活動に携わる「緊急災害医療チーム｣を編制し、災害時における府

民の安心安全の確保を図る。

２ 事 業 概 要

(1) 「緊急災害医療チーム」の編制

事業内容 災害拠点病院及び救命救急センター設置病院に「緊急災害医療チーム」

▲

を９チーム編制

（ ） （ ）災害拠点 府立与謝の海病院 丹後医療圏 市立福知山市民病院 中丹医療圏

（ ） （ ）目 的 公立南丹病院 南丹医療圏 京都市立病院病院 京都乙訓医療圏

（ ） （ ）済生会京都府病院 公立山城病院京都乙訓医療圏 山城南医療圏

（ ） （ ）対 象 救命救急 京都第一赤十字病院 京都第二赤十字病院京都乙訓医療圏 京都乙訓医療圏

（ ）ｾﾝﾀｰ 国立病院機構京都医療センタ- 京都乙訓医療圏

方法等

(２) 訓練等の実施

緊急災害医療チームの連携による災害時救命・医療の実践訓練等を実施

▲

(３) 資機材整備に対する助成

現場での救命救急活動に必要な医療資機材整備に対する助成

▲

（災害拠点病院６病院）

整備内容：現場携行用医療資機材、通信機器、ユニフォーム 等

※ 京都第一日赤病院、京都第二日赤病院、京都医療センターについては、独自に整備。

担当課・係名 医療室 地域医療事業担当 課・係 電話番号 075-414-4744

府立病院改革プロジェクト 075-414-4750
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平成１７年度９月補正予算案主要事項説明

保健福祉部

社会福祉施設整備費補助金等事 業 名

新 規

新規・継続の別 ・予 算 額 １，０５８，６４５千円
継 続

１ 趣 旨
老人福祉施設、老人保健施設及び知的障害者援護施設の新規整備等に対し

支援する。
特に、老人福祉施設及び老人保健施設については、国の助成制度が補助金

、 、から交付金に変更されたことに伴い 府独自の補助制度を創設するとともに
自己資金の需要増に対応するため、民間社会福祉整備資金貸付金の貸付限度
額を拡大する。

２ 事業概要事業内容
整備内容

▲

事 項 整 備 予 定 数

新設（特養３か所、老健１か所 、改修（特養）２か所目 的 新 特別養護老人ホーム等生活空間向上推進事業費 ）

対 象 老人福祉施設整備費交付金 新設（３か所）

方 法 等 老人保健施設整備費交付金 新設（１か所）

新設（１か所 、大規模改修（１か所）知的障害者援護施設整備費補助金 ）

補助制度の創設

▲

＜特別養護老人ホーム等生活空間向上推進事業（新規）＞

入居者の居住環境など質の向上を図り、現場のニーズに即した施設

整備等が可能となるよう、施設提案型の助成制度を創設

高齢者保健福祉計画に基づく特別養護老人ホー
生活空間基本整備事業

ムの計画的な施設整備に対して補助

提 安心・安全、快適空間 施設入居者の居住環境向上のための施設整備に

整備事業 対して補助

案

家族介護支援・地域 家族と入居者の交流のための宿泊室や地域交流

例 交流促進整備事業 のための施設整備に対して補助

民間社会福祉施設整備資金貸付金の貸付限度額の拡大

▲

現 行 ５千万円

※ケアハウスを併設整備する場合は、改 正 後 １億円
５千万円を加算し、１億５千万円

075-414-4561地 域 福 祉 室 施設指導・振興担当
担当課・係名 課･係 電話番号 075-414-4599障 害 福 祉 室 施設担当

介護保険推進室 計画・管理担当 075-414-4574
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平成１７年度９月補正予算案主要事項説明

保健福祉部

知的・精神障害者グループホーム開設促進事業費事 業 名

新規・継続の別 継 続予 算 額 ６，７５０千円

１ 趣旨等

障害者の住まいとしてグループホームは最も期待されているが、新たに開設する場合、家屋

の補修や備品等の購入費用など比較的多額の資金が必要となり、これが新規開設を阻害している

要因のひとつとなっている。

このため、今年度から新たに補助制度を創設したところ、当初予算の見込みを上回る施設の

開設に対応するため、所要経費を増額する。

当初 ４箇所 ３，０００千円

今回 ９箇所 ６，７５０千円

目 的 計 １３箇所 ９，７５０千円

対 象

方 法 等

２ 事業概要

・民家等既存建物に係る修繕費用

補助対象 ・家電製品や収納設備等の共用備品購入費

（電磁調理器・エアコン・冷蔵庫・洗濯機等）

補助基準 １箇所当たり１，５００千円（府１／２ 、施設１／２）

３ 参 考

知的障害者グループホーム：４６箇所 ２０４人 （平成１７年３月末現在）
精神障害者グループホーム： ７箇所 ３９人 （平成１７年３月末現在）

担当課・係名 障害福祉室 施設担当 課･係 電話番号 075-414-4600
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